
　

秋
の
二
つ
の
展
覧
会
か
ら

　

一
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
展

　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
は
一
八
八
七
年

(

明
治
二
〇)

、
香
港
で
生
ま
れ
日
本
で
幼
時

を
過
ご
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
学
校
に
学

ん
だ
こ
ろ
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン(

小
泉

八
雲)

に
あ
こ
が
れ
一
九
〇
九
年
、
来
日
し

た
。
そ
し
て
上
野
の
桜
木
町
で
銅
版
画
の
教

室
を
開
き
、
雑
誌
「
白
樺
」
の
同
人
、
武
者

小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
柳
宗
悦
や
高
村
光

太
郎
、
富
本
憲
吉
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。

　

そ
の
後
富
本
と
と
も
に
六
世
尾
形
乾
山
に

楽
焼
を
学
び
、
陶
芸
を
終
生
の
仕
事
と
す
る

が
、
そ
の
時
代
の
欧
米
列
強
や
ア
ジ
ア
諸
国

の
紛
争
を
目
の
当
り
に
し
た
だ
け
に
〝
東
と

西
の
融
合
〞
と
い
う
こ
と
を
念
願
と
し
た
。

　

さ
て
、
表
題
の
リ
ー
チ
展
は
、
八
月
二
九

日
か
ら
一
一
月
一
一
日
ま
で
、
順
次
開
催
で

高
島
屋
東
京
店
、
横
浜
店
、
大
阪
店
、
京
都

店
各
店
の
大
催
事
場
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年

は
、
生
誕
一
二
五
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
朝

日
新
聞
社
主
催
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山

荘
美
術
館
、日
本
民
藝
館
の
協
力
で
行
わ
れ
、

見
応
え
の
あ
る
大
展
観
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
「
リ
ー
チ
展
」
の
特
色
は
、
彼
の

初
期
の
桜
木
町
時
代
の
楽
焼
の
作
品
か
ら
、

我
孫
子
の
柳
邸
内
に
築
い
た
本
窯
の
作
品
、

そ
の
あ
と
の
黒
田
清
輝
邸
の
東
門
窯
の
作
な

ど
彼
の
青
年
期
の
、
の
び
や
か
な
作
品
に
心

奪
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
大
正
時
代
中
期
か
ら
の
英
国
セ
ン

ト
・
ア
イ
ヴ
ス
や
昭
和
に
な
っ
て
た
び
た
び

来
日
し
た
お
り
の
、
九
州
や
、
山
陰
、
益
子

な
ど
民
窯
に
お
け
る
作
品
な
ど
、
多
様
な

リ
ー
チ
作
品
の
全
貌
が
楽
し
め
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
リ
ー
チ
が
、
洋
風
の
生
活

に
合
っ
た
食
器
、
た
と
え
ば
紅
茶
碗
、
ビ
ア

マ
グ
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の
形
態
、
ま
た
ス

リ
ッ
プ
ウ
エ
ア
ー
な
ど
の
上
絵
技
法
な
ど
を

日
本
の
民
窯
の
工
人
に
教
え
た
こ
と
も
ど
れ

ほ
ど
の
恩
恵
と
な
っ
た
こ
と
か
。

　

そ
れ
だ
け
に
来
観
者
の
多
く
が
作
品
の
鑑

賞
と
と
も
に
、
リ
ー
チ
の
生
涯
か
ら
何
か
を

読
み
と
ろ
う
と
し
、
会
場
を
去
り
が
た
い
、

と
い
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。 

(

次
頁
へ)
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二
、
用
の
美
と
こ
こ
ろ 

－

民
藝
展
（
承
前
）

　

高
島
屋
各
店
で
「
リ
ー
チ
展
」
に
併
催
さ

れ
た
「
民
藝
展
」
も
評
判
で
、
永
年
の
愛
好

家
の
方
だ
け
で
な
く
、
は
じ
め
て
〝
民
藝
〞

と
い
う
言
葉
や
品
々
を
目
に
し
、
手
に
取
っ

た
若
者
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
会
場
で

の
物
を
求
め
る
行
為
の
真
剣
味
に
、
感
動
し

た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
民
藝
展
」
は
高
島
屋
の
企
画
で
、

昭
和
九
年
一
一
月
、
日
本
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
民
藝
品
の
総
合
的
な
展
観
、「
現
代
日

本
民
藝
展
覧
会
」(

高
島
屋
日
本
橋
店)

の

再
現
を
、
と
い
う
思
い
で
七
八
年
ぶ
り
に
準

備
さ
れ
、「
た
く
み
」
も
微
力
な
が
ら
も
全

力
を
挙
げ
て
協
力
し
て
き
た
。
因
み
に
弊
社

は
昭
和
八
年
一
二
月
の
開
業
だ
が
、
高
島
屋

日
本
橋
店
も
同
年
の
新
装
開
店
と
い
う
。

　

第
一
回
展
は
、
民
藝
運
動
の
調
査
、
啓
蒙

を
担
う
日
本
民
藝
協
会
の
九
年
六
月
の
発
足

と
、
前
年
末
の
「
た
く
み
」
の
開
店
に
よ
る

販
売
部
門
の
整
備
が
前
提
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
九
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
こ
の

展
覧
会
は
柳
、
河
井
寛
次
郎
、
濱
田
庄
司
と
、

折
柄
来
日
中
の
リ
ー
チ
は
じ
め
民
藝
協
会
幹

部
あ
げ
て
の
全
国
行
脚
の
集
荷
に
よ
り
、
案

内
文
に
よ
れ
ば
千
五
百
余
種
、
一
万
数
千
点

の
民
藝
品
が
出
品
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
今
回
、
リ
ー
チ
展
出
口
に
隣
接
し
た

モ
デ
ル
ル
ー
ム
は
、
昭
和
九
年
の
展
覧
会
の

際
、
リ
ー
チ
に
よ
っ
て
考
案
設
計
さ
れ
た
書

斎
を
再
現
し
た
も
の
だ
が
、
い
か
に
も
日
本

び
い
き
の
リ
ー
チ
ら
し
い
、
和
洋
折
衷
の
面

白
み
を
演
出
し
て
い
る
。

　

高
島
屋
が
今
回
の
「
リ
ー
チ
展
」
と
「
民

藝
展
」
で
、
新
聞
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
て
の
Ｐ
Ｒ
は
見
事
で
あ
っ
た
。
と
く
に
朝

日
新
聞
紙
上
に
、
第
一
回
展
の
図
録
と
、
柳

に
よ
る
解
説
文
の
結
び
を
紹
介
し
た
の
は
、

作
り
手
に
と
っ
て
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ

た
。
左
記
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
…
是
等
の
品
物
を
見
て
悦
ん
で
く
れ
る
人

が
あ
る
な
ら
嬉
し
い
。

進
ん
で
其
れ
を
生
活
に
取
り
容
れ
て
使
っ
て

く
れ
る
人
が
あ
る
な
ら
尚
嬉
し
い
。

併
し
其
れ
よ
り
も
更
に
是
等
の
も
の
を
通
し

て
、
未
来
に
正
し
い
作
物
を
産
ん
で
く
れ
る

人
が
出
る
な
ら
、
最
大
の
感
謝
で
あ
る
…
」

（
志
賀
直
邦
）

用の美とこころ －民藝展－ 会場

バーナード・リーチ展会場
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根
曲
竹
の
籠

會 

田  

秀 

明

　

竹
の
文
化
は
ア
ジ
ア
一
円
、
イ
ン
ド
ま
で

続
き
、
日
本
も
縄
文
時
代
か
ら
一
万
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
。

　

竹
と
笹
は
全
国
に
生
育
し
て
い
る
が
、
真

竹
な
ど
良
質
な
材
料
は
関
東
か
ら
南
の
地
方

が
恵
ま
れ
て
お
り
、
特
に
九
州
は
竹
製
品
の

生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
東
北
か
ら
北
は
竹
の

生
産
量
が
少
な
く
、
代
わ
り
に
笹
や
、
あ
け

び
、
山
葡
萄
、
樹
皮
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
の
日
本
海
側
は
冬
の
寒
さ
と
降
雪

の
た
め
、
竹
の
生
育
に
向
か
ず
、
笹
の
根
曲

竹
を
使
っ
て
籠
や
ざ
る
を
作
っ
て
き
た
。

　

根
曲
竹
の
和
名
は
千
島
笹
で
あ
る
が
、
根

元
か
ら
な
な
め
に
這
い
上
が
る
の
で
一
般
的

に
は
根
曲
竹
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
育
地
は

サ
ハ
リ
ン
、
千
島
か
ら
北
海
道
と
本
州
の
日

本
海
側
の
７
０
０
㍍
以
上
の
山
地
で
、
島
根

県
の
大
山
が
南
限
で
あ
る
。
県
内
の
平
地
に

生
え
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
信
濃
笹
で
あ

る
。

　

根
曲
竹
は
高
さ
が
１・
５
〜
３
㍍
で
、
中

に
は
４
㍍
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。
茎
の
直

径
は
１
〜
２
㌢
に
な
り
、
日
本
の
笹
の
中
で

は
最
も
大
型
で
剛
壮
で
あ
る
。
重
い
リ
ン
ゴ

を
入
れ
る
籠
に
使
わ
れ
た
の
も
納
得
で
き

る
。

　

県
内
の
竹
製
品
の
材
料
と
し
て
は
、
真
竹

や
孟
宗
竹
が
県
南
地
方
の
太
平
洋
側
で
少
々

栽
培
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
多
く
は
県
外
か

ら
購
入
し
て
い
る
。
雪
の
少
な
い
太
平
洋
側

に
は
す
ず
竹
が
生
育
し
、
八
戸
市
や
岩
手
県

二
戸
地
方
で
籠
や
ざ
る
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
物
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

根
曲
竹
は
種
洗
い
籠
や
リ
ン
ゴ
の
収
穫
に

使
う
手
籠
、
口
付
ざ
る
な
ど
が
大
量
に
作
ら

れ
た
。
し
か
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
出
回

る
と
安
価
な
た
め
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
リ

ン
ゴ
籠
を
作
っ
て
い
た
人
た
ち
は
技
術
を
生

か
し
、
少
し
で
も
現
代
の
生
活
に
即
し
た
物

に
な
る
よ
う
に
創
意
を
重
ね
て
お
り
、
手
提

げ
籠
、
椀
籠
、
皿
籠
、
脱
衣
籠
、
石
鹸
籠
な

ど
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
は
津
軽
地
方
の
弘
前
市
岩
木
地
区
で

作
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
作
り
手
が
高
齢

化
し
後
継
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

根
曲
竹
の
籠
や
ざ
る
を
見
て
い
る
と
、
実

に
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
形
が
頼
も
し
い
。

と
く
に
強
度
に
お
い
て
は
他
の
竹
や
笹
に

勝
っ
て
い
る
。
自
然
素
材
の
持
つ
手
触
り
の

良
さ
や
温
も
り
が
あ
り
、
県
外
で
は
根
曲
竹

の
製
品
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

（
筆
者
は
青
森
県
民
藝
協
会
長
・
写
真
も
）

根曲竹の製品
左から時計回りに石鹸籠、種洗い籠、物入れ、皿籠
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た
く
み
特
別
展

「
冬
の
蔵
出
し
市
」

会　

期　

平
成
二
四
年
一
二
月
一
日（
土
）〜
一
〇
日（
月
）

　
　
　
　

一
二
月
二
日（
日
）、
九
日（
日
）は
営
業
い
た
し
ま
す
。

会　

場　

銀
座
た
く
み
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

営
業
時
間
一
一
時
か
ら
一
九
時
ま
で
（
日
曜
、
最
終
日
は
一
七
時
半
ま
で
）

出
品
品
目

●

陶　
濱
田
庄
司
、
島
岡
達
三
、
舩
木
研
兒
、

上
田
恒
次
、
佐
久
間
藤
太
郎
、
金
城

次
郎
、
西
岡
小
十(

唐
津)

、
加
藤
孝

造(

志
野)

、
伊
万
里
染
付
、
安
南
染

付
、
瀬
戸
石
皿
な
ど

●

布　
き
も
の
布
地
、
絵
絣
端
布
、
海
外
染

織
品
な
ど

●

木　
信
州
運
び
盆
、
安
南
螺
鈿
箱
、
黒
田

辰
秋
門
下
拭
漆
額
な
ど

●

雑　
吹
硝
子
、
型
硝
子
の
器
、
竹
・
い
た

や
・
山
ぶ
ど
う
の
籠
類
、
編
み
笠
、

土
人
形
な
ど

●

絵　
李
朝
民
画
、
小
島
悳
次
郎
染
絵
額
な

ど

●

本　
美
術
工
芸
関
係
図
書

●

特
別
出
品　
芹
沢
銈
介
作
品

愛
染
明
王
梵
字
額
、
寿
文
鉄
行
灯
、
ど
ん

き
ほ
う
て
、
物
偈
文
額
ほ
か
、
型
染
絵
、

筆
彩
作
品
い
ろ
い
ろ

寿文鉄行灯（芹沢銈介）練上手盃（上田恒次）

花鳥図（李朝民画）愛染明王梵字額（芹沢銈介）
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絵唐津鉢（西岡小十） 螺鈿箱２種（安南）

唐津亀形箸置（西岡小十） 西洋絵暦12ヶ月（小島悳次郎）

絵唐津平向付（西岡良弘） 絵本どんきほうて試作（芹沢銈介）

湯呑（佐久間藤太郎） 絵本どんきほうて試作（芹沢銈介）

５
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湯たんぽ（楢岡）

石皿（瀬戸）

鳥の水呑（大谷）

朝鮮唐津四方皿（西岡良弘）

尺２寸すり鉢（母里）

羽釜

びく（島根）

すかり（秩父）

革張り椅子（メキシコ）

なたざや（東北）

山葡萄とイタヤの籠（秋田）

五戸バオリ（津軽）
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緑釉湯呑（舩木研兒）、押文白釉ピッチャー（同） 運び盆（信州）

染付飯碗２種（伊万里） 白磁角皿（上田恒次）

青首徳利（笠間）、文字入徳利（小石原） こぎん刺し屏風

ビアマグ（イラン） アルパカ敷物２種（ペルー）
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日
本
と
韓
国
・
中
国
と
の
真
の
融
和
に
つ
い
て
考
え
る（
一
）

志 

賀  

直 

邦

 　

日
本
人
が
こ
の
国
を
自
ら
「
倭
国
」
と
よ

び
、「
邪
馬
台
国
」
と
記
し
、ま
ほ
ろ
ば
の
「
大

和
の
国
」
と
謡
っ
た
古
代
か
ら
朝
鮮
半
島
と

は
近
く
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
も
と
よ
り

そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
が
文
字
に
刻
ま
れ

る
は
る
か
以
前
か
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
出
土
文

物
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
事
柄
で
あ
っ
た
。

　

古
事
記
、
日
本
書
紀
を
み
て
も
、
飛
鳥
時

代
に
来
朝
の
朝
鮮
半
島
の
使
節
に
は
、
通
訳

な
し
に
話
が
つ
う
じ
た
と
い
う
。
ま
た
渡
来

系
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
秦
氏
（
河
勝
）

や
東
漢 

（
や
ま
と
の
あ
や
）
氏
（
坂
上
田
村

麻
呂
）
や
蘇
我
氏
（
馬
子
、
入
鹿
）
な
ど
を

は
じ
め
、
朝
鮮
半
島
の
戦
乱
の
中
で
、
高
句

麗
、
新
羅
、
百
済
か
ら
日
本
半
島
に
永
住
の

地
を
求
め
た
人
々
の
子
孫
は
数
限
り
な
い
。

　

日
本
民
族
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
明
治
時

代
か
ら
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
と
く
に

人
類
学
の
立
場
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆

使
し
て
人
口
動
態
を
推
計
し
た
小
山
修
三
民

族
博
教
授
の
研
究
に
よ
る
と
、
縄
文
後
期
の

日
本
列
島
の
人
口
は
十
六
万
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
晩
期
に
は
寒
冷
化
と
食
糧
不
足
の
た
め

七
万
五
千
余
に
激
減
し
、
そ
れ
が
紀
元
七
世

紀
に
は
五
百
四
十
万
に
増
加
し
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
埴
原
和
郎
東
大
教
授
は
、
弥
生

時
代
の
初
め
か
ら
百
万
人
以
上
の
大
陸
か
ら

の
渡
来
が
な
け
れ
ば
そ
の
数
に
は
達
し
な
い

と
す
る
。
そ
し
て
七
世
紀
に
、
近
畿
地
方
で

は
渡
来
系
九
に
対
し
、
縄
文
直
系
は
一
の
割

合
で
あ
り
、
関
東
地
方
で
は
半
々
で
、
東
北

地
方
を
北
上
す
る
に
つ
れ
て
縄
文
の
比
率
は

多
く
な
る
と
い
う
。

　

現
代
日
本
人
に
は
、
北
東
ア
ジ
ア
系
の
遺

伝
子
が
八
〇
％
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
尾
本

恵
市
東
大
教
授
の
説
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

は
何
も
日
本
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

◇
中
国
の
民
族
問
題
に
つ
い
て

　

中
国
で
は
漢
民
族
の
ほ
か
に
少
数
民
族
と

い
わ
れ
る
、
人
種
、
言
語
、
風
俗
、
宗
教
や

生
活
習
慣
を
異
に
す
る
民
族
が
公
表
五
四
、

実
際
に
は
百
以
上
あ
る
と
い
う
。
か
つ
て

元
（
モ
ン
ゴ
ル
）
や
清
（
満
州
族
）
に
征
服

さ
れ
た
経
験
を
も
つ
中
国
の
永
い
歴
史
の
中

で
、
混
血
も
進
み
な
が
ら
、
な
お
か
つ
独
自

の
民
族
性
を
保
ち
続
け
る
民
族
が
い
ま
な
お

そ
れ
だ
け
あ
る
の
で
あ
る
。

　

現
代
中
国
に
お
い
て
は
、
少
数
民
族
の
問

題
は
複
雑
で
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
中
国

政
府
は
毛
沢
東
の
時
代
か
ら
社
会
主
義
的
平

等
を
正
義
と
し
、
固
有
の
言
語
や
宗
教
、
習

慣
を
抑
圧
し
、
同
化
を
強
制
し
て
き
た
。

　

今
日
で
は
彼
ら
の
住
む
地
域
の
資
源
や
土

地
の
利
用
権
な
ど
複
雑
に
か
ら
み
、
チ
ベ
ッ

ト
や
新
疆
ウ
イ
グ
ル
な
ど
の
、
か
つ
て
は
ロ

シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
と
条
約
を
結
ん
だ
独
立
国

が
抑
圧
さ
れ
、
開
発
を
名
目
に
漢
民
族
の
移

住
が
促
進
さ
れ
、
い
ま
で
は
そ
れ
ら
の
地
域

で
漢
民
族
の
数
が
本
来
の
民
族
の
人
口
を
越

え
た
と
す
ら
い
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
都
会
に
お
い
て
は
地
方
に
原
籍
の

あ
る
少
数
民
族
は
、
仕
事
、
住
居
、
教
育
に

制
限
（
差
別
）
が
あ
る
た
め
、
戸
籍
の
民
族

欄
に
漢
民
族
と
記
入
す
る
人
も
多
い
と
い

う
。
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し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
や
新
疆
ウ
イ
グ
ル
に
見

る
よ
う
に
、
彼
ら
が
断
固
と
し
て
中
国
政
府

と
闘
う
の
は
、
民
族
の
尊
厳
を
守
る
た
め
で

あ
る
。
そ
の
尊
厳
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
昔

か
ら
永
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
族
、
部
族
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、つ
ま
り
血
族
の
歴
史
、

固
有
の
言
語
、
祖
先
へ
の
祈
り
と
信
仰
、
そ

の
な
か
で
生
ま
れ
た
造
形
表
現
で
あ
る
。

　

中
国
の
四
千
年
の
歴
史
の
中
で
、
民
族
の

問
題
を
考
え
る
の
は
余
り
に
紙
数
が
な
い
。

だ
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
国

に
隣
接
し
、
あ
る
い
は
海
を
へ
だ
て
て
昔
か

ら
共
生
し
、
交
流
し
、
と
き
に
争
い
の
あ
っ

た
国
や
民
族
は
今
も
何
十
百
と
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
そ
う
い
っ
た
歴
史
を
ど
う
公
正

に
記
述
し
、
人
び
と
に
教
え
て
い
く
か
、
こ

れ
が
ま
さ
に
至
難
の
業
な
の
で
あ
る
。

◇
韓
国
の
国
定
歴
史
教
科
書
の
こ
と

　

さ
て
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）、
日
本

の
敗
戦
に
よ
っ
て
国
の
独
立
を
回
復
し
た
韓

国
で
は
、
国
の
再
興
の
た
め
に
も
正
し
い
歴

史
認
識
が
最
重
要
視
さ
れ
た
。

　

だ
が
朝
鮮
近
代
史
と
く
に
日
韓
併
合
関
係

史
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
っ
た
山
辺
健
太
郎

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
、
朝
鮮
の
小
、

中
学
校
で
は
朝
鮮
史
の
授
業
は
な
く
研
究
書

も
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
と
よ
り
日
本
の
統

治
下
で
、独
立
国
と
し
て
の
韓
国
史
を
研
究
、

出
版
す
れ
ば
発
売
禁
止
は
確
実
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
山
辺
は
「
日
韓
併
合
小
史
」
を

執
筆
す
る
に
際
し
、
正
し
い
資
料
の
蒐
集
に

大
変
な
苦
労
を
し
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
独
立
後
の
韓
国
で
は
、
国
史

の
教
育
が
国
民
学
校
五
、六
年
か
ら
高
校
、

大
学
ま
で
の
必
修
科
目
と
な
っ
た
の
は

一
九
七
三
年
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

い
ま
私
が
手
に
し
て
い
る
の
は
一
九
九
五

年
（
金
泳
三
大
統
領
時
代
）
に
発
行
さ
れ
た

国
定
国
史
教
科
書
の
日
本
語
版
「
韓
国
の
歴

史
」
で
あ
る
。
約
五
百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大

冊
に
詳
し
く
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
、
目

次
を
追
い
な
が
ら
記
述
の
概
要
を
見
よ
う
。

　
「
倭
」
や
「
日
本
」
に
触
れ
て
い
る
の
で

は
、古
代
で
は「
三
国
の
成
立
と
古
代
社
会
」、

「
古
代
の
経
済
生
活
」、「
古
代
文
化
の
日
本

伝
播
」、
の
三
項
目
で
あ
る
。

　

中
世
は
な
く
、
近
世
は
「
朝
鮮
初
期
の
対

外
関
係
」、「
倭
乱
と
胡
乱
」（
日
本
で
は
倭

乱
を
文
禄
、
慶
長
の
役
、
と
い
う
。
胡
乱
は

北
方
の
女
真
族
│
後
金
│
清
国
と
の
争
い
）

で
あ
る
。

　

近
代
で
は
「
朝
鮮
後
期
の
対
外
関
係
」（
一

つ
は
「
徳
川
幕
府
と
の
朝
鮮
通
信
使
に
関
す

る
こ
と
」。
も
う
一
つ
は
「
独
島
│
日
本
で

い
う
竹
島
と
、
鬱
陵
島
の
領
有
権
は
古
代
、

三
国
時
代
以
来
韓
国
に
あ
る
、
と
い
う
記

述
」。）

　

さ
ら
に
日
本
の
明
治
維
新
の
こ
ろ
の
一
九

世
紀
後
半
の
、
朝
鮮
の
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の

生
み
の
苦
し
み
の
混
乱
期
、
そ
し
て
日
本
商

人
に
よ
る
貿
易
独
占
、
土
地
略
奪
な
ど
。

　

そ
し
て
こ
の
あ
と
日
韓
併
合
（
明
治
四
三

年
・
一
九
一
〇
）
と
、
九
年
あ
と
の
（
大
正

八
年
三
月
一
日
・
一
九
一
九
）、
高
宗
の
葬

儀
を
機
に
朝
鮮
全
土
で
起
き
た
三
・
一
独
立

運
動
と
、
そ
の
後
の
満
州
南
部
ま
で
及
ぶ
義

兵
闘
争
な
ど
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
帝
の
内
鮮
一
体
、
日
鮮
同
祖
論
、
皇

国
臣
民
化
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
で
、
民
族
の
言
葉
と
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
…
」、「
ま
た
わ
が
民
族
は
戦
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争
に
必
要
な
食
糧
、
物
資
を
収
奪
さ
れ
、
青

年
は
志
願
兵
、
あ
る
い
は
徴
兵
制
や
徴
用
制

に
よ
っ
て
強
制
動
員
さ
れ
…
女
性
ま
で
も
が

挺
身
隊
と
い
う
名
目
で
連
行
さ
れ
犠
牲
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。」（「
独
立
意
識
の
成
長

と
三
・
一
運
動
」
韓
国
国
定
教
科
書
本
文
よ

り
）

　

右
の
文
章
も
、
両
国
の
間
で
よ
く
論
じ
ら

れ
る
部
分
で
も
あ
る
が
、
韓
国
の
全
て
の
若

者
が
一
度
は
高
等
学
校
で
、
こ
の
国
定
歴
史

教
科
書
を
学
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
潜
在
意

識
だ
け
で
も
日
本
と
い
う
国
に
好
意
を
持
て

な
い
の
は
わ
か
る
気
も
す
る
。

◇
石
橋
湛
山
の
小
日
本
主
義
に
つ
い
て

　

さ
て
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
永
い
歴
史
の

な
か
で
、
明
ら
か
に
こ
ち
ら
に
非
が
あ
る
の

は
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
攻
だ
が
、
そ
れ
に
劣

ら
ず
多
く
の
恨
み
を
遺
し
た
の
は
、
韓
国
に

対
す
る
武
力
に
よ
る
併
合
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
大
逆
事
件
の
摘
発
の
影
響
も

あ
っ
て
、
併
合
に
つ
い
て
公
然
と
非
を
と
な

え
た
人
た
ち
は
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

だ
が
、
日
露
戦
争
の
あ
と
、
政
、
軍
、
官
が

急
速
に
軍
国
主
義
に
傾
斜
し
た
こ
の
と
き
、

的
確
に
醒
め
た
目
で
現
状
を
分
析
し
、
日
本

が
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
人
物
が
い
た
。

　

当
時
「
東
洋
経
済
新
報
」
の
若
手
記
者
で

あ
り
、
の
ち
に
第
二
次
大
戦
後
に
鳩
山
一
郎

の
あ
と
を
受
け
て
第
五
五
代
内
閣
総
理
大
臣

と
な
っ
た
石
橋
湛
山
で
あ
る
。

　

湛
山
は
仏
門
に
生
ま
れ
、
明
治
四
〇

年
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業

し
東
洋
経
済
新
報
社
に
入
社
、
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
以
後
、
戦
前
戦
後
に
わ
た
っ

て
硬
質
の
自
由
主
義
者
と
し
て
健
筆
を
ふ

る
っ
た
。

　

彼
は
、と
く
に
同
社
の
雑
誌
「
東
洋
時
論
」

に
お
い
て
明
治
四
三
年
の
日
本
に
よ
る
韓
国

併
合
を
一
貫
し
て
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
明

治
時
代
の
最
大
特
色
を
帝
国
主
義
的
発
展
と

断
じ
、「
陸
海
軍
は
拡
張
し
、
台
湾
も
樺
太

も
朝
鮮
も
版
図
と
な
っ
た
。
し
か
し
国
民
は

軍
事
費
の
圧
迫
に
青
息
吐
息
で
あ
る
。」
と

述
べ
、あ
え
て
「
満
州
放
棄
論
」
を
説
い
た
。

　

そ
し
て
日
本
の
将
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
民
主
主
義
を
推
進
し
明
治
期
以
降
や

む
を
得
ず
採
ら
し
め
た
帝
国
主
義
を
克
服
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
植
民
地
を
放
棄
し
近
隣
諸

国
と
の
善
隣
友
好
を
国
是
と
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
「
小
日
本
主
義
」
を
強
調
し
て
い
る
。

　

湛
山
は
ま
た
大
正
八
年
三
月
一
日
の
、
朝

鮮
全
土
に
お
け
る
対
日
蜂
起
、
独
立
運
動
に

つ
い
て
も
理
解
を
示
し
、「
東
洋
経
済
新
報
」

の
同
年
五
月
一
五
日
付
社
説
「
鮮
人
暴
動
に

対
す
る
理
解
」
の
な
か
で
、「
い
か
な
る
民

族
と
い
え
ど
も
、
他
民
族
の
属
国
た
る
こ
と

を
愉
快
と
す
る
如
き
事
実
は
古
来
ほ
と
ん
ど

な
い
。
…
ゆ
え
に
鮮
人
は
結
局
そ
の
独
立
を

回
復
す
る
ま
で
、
我
が
統
治
に
対
し
て
反
抗

を
継
続
す
る
は
勿
論
、
…
そ
の
反
抗
は
い
よ

い
よ
強
烈
を
加
う
る
に
相
違
な
い
。」
ま
た

「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
（
朝
鮮
）
合
併
以

来
幾
年
に
な
ら
ぬ
今
日
、
朝
鮮
の
富
は
既
に

ほ
と
ん
ど
邦
人
に
壟
断
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
事

業
は
挙
げ
て
邦
人
の
手
中
に
帰
せ
る
有
様
ら

し
い
。」
と
書
い
た
。
さ
て
紙
数
は
尽
き
た
。

　

右
の
湛
山
の
論
説
の
五
日
後
の
、
柳
宗
悦

に
よ
る
読
売
新
聞
掲
載
の
論
稿
「
朝
鮮
人
を

想
う
」
を
は
じ
め
、
柳
や
、
浅
川
伯
教
、
巧

た
ち
の
韓
国
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て
は
次

号
に
譲
り
た
い
。
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ピ
ラ
ウ
ト
ル

三 

浦  

正 

宏

　

今
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
北
海

道
日
高
の
平
取
町
で
日
本
民
藝
夏
期
学
校
平

取
会
場
が
開
か
れ
た
。
平
取
は「
び
ら
と
り
」

と
読
む
。
ア
イ
ヌ
語
の
ピ
ラ
・
ウ
ト
ル
（
崖
・

の
間
）
に
由
来
の
地
名
だ
。

　

北
海
道
に
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
が
あ
る
の
は

な
ぜ
か
。
北
海
道
の
先
住
民
は
ア
イ
ヌ
民
族

で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の

言
葉
で
自
分
た
ち
の
土
地
に
名
前
を
付
け
て

暮
ら
し
て
い
た
。
後
に
移
り
住
ん
だ
和
人
も

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
名
付
け
た
ア
イ
ヌ
語
の

地
名
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
現
在
も
使
い
つ
づ

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

北
東
北
に
も
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
地
名

が
あ
る
。
こ
こ
に
ア
イ
ヌ
語
の
地
名
が
あ
る

の
は
な
ぜ
か
。
北
東
北
に
も
ア
イ
ヌ
語
を
使

う
先
住
民
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
蝦え

み
し夷
と
呼

ば
れ
た
古
代
東
北
の
民
族
で
あ
る
。

　

和
人
と
呼
ば
れ
た
わ
た
し
た
ち
の
祖
先

が
、
西
日
本
か
ら
東
北
地
方
に
進
出
を
は
じ

め
た
の
は
七
百
年
前
と
も
千
年
前
と
も
い
わ

れ
る
。
和
人
の
進
出
は
、
は
じ
め
は
河
口
の

平
坦
地
に
集
中
し
、
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
和

人
地
に
は
地
名
も
新
し
い
和
名
が
生
ま
れ
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
山
間
地
へ
の
進
出
は
そ

れ
ほ
ど
に
は
進
ま
ず
、
和
人
と
先
住
民
が
友

好
的
で
は
な
い
に
し
て
も
共
存
す
る
土
地
も

あ
り
、
そ
こ
で
は
地
名
も
昔
の
ま
ま
の
ア
イ

ヌ
語
地
名
が
使
わ
れ
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。

　

秋
田
県
で
は
雄
物
川
の
川
筋
に
ア
イ
ヌ
語

地
名
が
濃
密
に
残
っ
て
い
る
。

　

秋
田
市
か
ら
雄
物
川
を
遡
る
と
、
旧
雄
和

町
の
銅
屋
と
い
う
集
落
に
入
る
。
銅
屋
は
内

沼
と
い
う
大
き
な
沼
に
接
し
て
い
る
。
銅
屋

は
ア
イ
ヌ
語
で
ト
ウ
・
ヤ
（
湖
・
の
岸
）
の

意
味
で
あ
ろ
う
。
田
沢
湖
町
に
も
銅
屋
と
い

う
地
区
が
あ
り
、や
は
り
湖
に
接
し
て
い
る
。

北
海
道
釧
路
の
遠
矢
や
虻
田
郡
の
洞
爺
も
、

ア
イ
ヌ
語
の
ト
ウ
・
ヤ
（
湖
・
の
岸
）
に
由

来
す
る
。観
光
地
と
し
て
人
気
の
洞
爺
湖
は
、

岸
の
地
名
が
湖
ま
で
及
ん
だ
例
で
あ
る
。

　

ア
イ
ヌ
語
は
文
字
を
持
た
な
い
発
音
だ
け

の
言
語
だ
か
ら
、
和
人
は
ア
イ
ヌ
語
の
音
に

当
て
字
を
し
て
使
っ
た
。
ト
ウ
ヤ
と
い
う
ア

イ
ヌ
語
の
音
に
は
、
秋
田
人
は
銅
屋
の
字
を

当
て
、
北
海
道
人
は
遠
矢
や
洞
爺
の
字
を
当

て
た
の
で
あ
る
。

　

雄
物
川
を
さ
ら
に
遡
る
と
、
銅
屋
の
次
は

平
尾
鳥
に
入
る
。「
ひ
ら
お
と
り
」
も
ア
イ

ヌ
語
で
ピ
ラ
・
ウ
ト
ル
（
崖
・
の
間
）
の
意

味
で
、
雄
物
川
に
注
ぎ
い
れ
る
平
尾
鳥
川
が

両
岸
の
崖
の
間
を
流
れ
て
い
る
よ
う
す
を
呼

ん
だ
地
名
で
あ
ろ
う
。

　

北
海
道
日
高
の
平
取
も
二
筋
の
川
が
並
行

し
て
断
崖
の
間
を
流
れ
出
て
沙
流
川
に
注
ぎ

い
れ
る
場
所
で
あ
る
。
平
取
の
風
景
は
平
尾

鳥
と
は
比
較
の
し
よ
う
も
な
く
広
大
だ
が
、

崖
の
間
を
流
れ
る
川
の
よ
う
す
は
平
取
も
平

尾
鳥
も
よ
く
似
て
い
る
。

　

ア
イ
ヌ
語
の
地
名
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
山

や
川
の
よ
う
す
、
あ
る
い
は
自
然
現
象
を
名

付
け
た
も
の
で
あ
る
。
金
田
一
京
助
は
「
ア

イ
ヌ
語
地
名
に
う
そ
は
な
い
」
と
書
い
て
い

る
。

（
秋
田
県
民
藝
協
会
会
員
）
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歳
時
記

三
春
張
子
の
人
形
と
お
面

　

三
春
出
身
で
郷
土
玩
具
研
究
の
泰
斗
で
も

あ
っ
た
橋
元
四
郎
平
（
元
最
高
裁
判
事
）
に

よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
張
子
人
形
、

張
子
面
、
羽
子
板
、
木
駒
な
ど
が
作
ら
れ
、

製
法
の
多
様
さ
、
品
の
種
類
の
多
さ
に
お
い

て
ほ
か
に
類
を
み
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

と
く
に
張
子
人
形
は
上
手
な
作
り
で
、
観

賞
用
と
し
て
悦
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
民
藝
館

や
仙
台
の
芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
蒐
集
の
名

品
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
の
作
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く

高
柴
デ
コ
屋
敷
大
黒
屋
橋
本
さ
ん
の
作
。
古

作
の
復
元
や
新
作
の
試
み
な
ど
、
い
ず
れ
も

定
評
が
あ
り
、
ま
た
最
近
、
張
子
面
の
制
作

で
は
日
本
の
郷
土
玩
具
で
も
屈
指
の
出
来
栄

え
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
の
干
支
の
「
張
子
の
巳
」
も
お

す
す
め
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

　
　

あ
と
が
き

　

近
年
、
世
界
の
経
済
的
交
流
が
急
速
に
進
む

な
か
で
、か
え
っ
て
宗
教
や
歴
史
的
な
価
値
観
、

文
化
な
ど
の
相
違
や
拡
大
主
義
か
ら
、
争
い
や

誤
解
が
広
が
る
傾
向
が
み
え
る
。日
本
と
韓
国
、

中
国
と
の
島
峡
を
め
ぐ
る
争
い
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。

　

ア
ジ
ア
は
そ
れ
ら
三
国
だ
け
で
な
く
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
周
辺
は
じ
め
島
々
が
多

く
、
古
代
か
ら
王
、
サ
ル
タ
ン
、
領
主
、
酋
長

な
ど
、
大
小
に
応
じ
て
た
い
て
い
は
地
元
に
長

が
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
い
ま
に
な
っ
て

昔
か
ら
日
、
中
、
韓
の
版
図
だ
、
な
ど
と
い
わ

れ
て
も
困
る
の
で
あ
る
。

　

ま
し
て
ゴ
マ
ン
と
あ
る
無
人
島
の
帰
属
の
歴

史
的
な
証
拠
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に

近
い
。
こ
れ
を
自
国
の
み
の
利
に
供
し
よ
う
と

す
る
行
為
は
私
欲
と
い
う
し
か
な
い
。 

（
Ｓ
）
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